
静
岡
・土
橋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
袋
井
市
土
橋

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
五
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
袋
井
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
岡
伸
夫

・
早
川
保
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

土
橋
遺
跡
は
、
静
岡
県
西
部
の
小
笠
山
と
磐
田
原
台
地
に
挟
ま
れ
た
平
野
の

ほ
ぼ
中
央
、
太
田
川
の
東
岸
に
形
成
さ
れ
た
標
高
九

ｍ
前
後
を
測
る
自
然
堤
防

上
に
位
置
し
て
い
る
。
第

一
次

調
査
区
か
ら
は
、
奈
良
時
代
後

期
の
遺
構

・
遺
物
が
ま
と
ま
っ

て
出
土
し
て
い
る
。
な
か
で
も

墨
書
土
器

「国
厨
」
「里
営
」

「里
人
」
「上
人
」
や
人
面
墨

書
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
遺

構
は

一
般
集
落
の
様
相
を
示
す

が
、
文
字
資
料
か
ら
は
国
府
と

関
連
の
あ
る
機
能
を
も
つ
た
集
落
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
の
出
土
し
た
第
五
次
調
査
区
は
、
第

一
次
調
査
区
よ
り
北
へ
一
五
〇
ｍ

ほ
ど
離
れ
た
場
所
で
あ
る
。
第
二
次
調
査
区
か
ら
も
奈
良
時
代
後
期
の

「刀

自
」
ほ
か
の
墨
書
土
器
や
、
掘
立
柱
建
物
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
木
簡

は
、
西
拡
張
区
の
平
安
時
代
前
期
の
溝
Ｓ
Ｄ
二
か
ら
、
灰
釉
陶
器
と
と
も
に

一

点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

一
一斗
五
升
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

溢
契
∞
寓
Ｐ

木
簡
は
上
下
両
端
が
久
損
し
全
体
の
形
状
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
文
字
の

内
容
か
ら
見
る
と
付
札
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
片
面
の
み
に
文
字
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

袋
井
市
教
育
委
員
会

『土
橋
遺
跡
Ｖ
』
盆
九
九
三
年
）

松
井

一
明

「土
橋
遺
跡
」
（静
岡
県
教
育
委
員
会

『静
岡
県
の
古
代
寺
院
・
官
衛

遺
跡
』
二
〇
〇
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
井
一
明
）

一つ

「刀
自
」

(磐 田)

―

い
〕

墨書土器




